
吉
田
議
員

今

年

４

月

策

定

の

「
史
跡
纒
向
遺
跡
・
史

跡
纒
向
古
墳
群
保
存
活

用
計
画
書
」
の
指
針
に

基
づ
き
、
今
後
の
遺
跡

の
管
理
や
保
存
を
お
こ

な
う
た
め
に
、
市
長
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

松
井
市
長

非
常
に
広
大
な
遺
跡

で
あ
り
、
遺
跡
の
中
に

集
落
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

全
体
を
保
存
す
る
こ
と

は
不
可
能
だ
が
、
遺
跡

の
中
で
も
重
要
な
地
域

は
保
存
を
し
て
い
き
た

い
。遺

跡
の
活
用
面
で
は
、

遺
跡
を
次
世
代
に
継
承

し
、
遺
跡
の
活
用
を
推

進
す
る
た
め
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
観
光

等
へ
の
活
用
も
含
め
て
、

幅
広
く
方
向
性
を
ま
と

め
て
い
き
た
い
。

吉
田
議
員

今
年
度
は
太
田
地
区

で
ト
イ
レ
な
ど
の
便
益

施
設
の
設
置
を
進
め
て

い
る
が
、
今
の
計
画
で

は
太
田
地
区
全
体
の
整

備
事
業
が
完
了
す
る
の

は
、
３
～
４
年
先
に
な

る
と
考
え
る
。
急
い
で
整

吉
田
議
員

45

年
に
わ
た
っ
て
纒

向
遺
跡
の
発
掘
調
査
が

第
１
８
６
次
ま
で
さ
れ

て
き
た
が
、
調
査
が
終

わ
っ
た
の
は
、
遺
跡
全

体
の
２
％
で
あ
る
。

重
要
な
遺
跡
の
保
存

に
つ
い
て
は
、
桜
井
市

だ
け
で
は
力
が
及
ば
な

い
。
史
跡
の
整
備
や
活

用
に
つ
い
て
は
、
国
を

動
か
す
ぐ
ら
い
の
教
育

委
員
会
、
あ
る
い
は
行

政
の
取
り
組
み
と
市
民

の
理
解
と
協
力
が
絶
対

に
必
要
と
考
え
る
。

松
井
市
長

纒
向
遺
跡
・
纒
向
古

墳
群
の
保
存
と
活
用
に

つ
い
て
は
、
し
っ
か
り

と
国
・
県
と
一
緒
に
や
っ

て
い
き
た
い
。

第62号 桜井民報 平成28年10月

吉田ただお

編集・発行：日本共産党桜井市委員会

連絡先：桜井市粟殿1029-5

吉本ビル201号 吉田ただお事務所

☎/FAX：0744-46-4930

ＨＰ：
日本共産党市会議員吉田忠雄

９月議会報告 2016年10月号 No,62号

毎年６
億７千

万円

－２７年度一般会計決算認定に反対討論おこなう－

９
月
定
例
議
会
が
、
９
月
１
日
か
ら
23
日
ま

で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
平
成
27
年
度
一
般

会
計
、
各
特
別
会
計
決
算
認
定
等
の
審
議
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

吉
田
た
だ
お
議
員
は
一
般
会
計
決
算
認
定
に

反
対
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
纒
向
遺
跡
・

纒
向
古
墳
群
の
保
存
と
活
用
、
桜
井
市
清
掃
公

社
に
つ
い
て
松
井
市
長
を
質
し
ま
し
た
。

衛
生
費
・
清
掃
費
の
ゴ

ミ
焼
却
炉
等
管
理
委
託
料

６
億
７
千
４
百
９
５
万
６

千
８
百
円
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
金
額
は

日
立
造
船
と
の
14
年
８
ケ

月
の
長
期
運
営
管
理
委
託

料
91
億
６
千
６
百
８
万
円

（
税
抜
き
）
を
年
度
ご
と

に
平
準
化
し
た
も
の
で
す
。

桜
井
市
の
市
民
一
人
当
た

り
の
１
年
間
に
か
か
る
ゴ

ミ
処
理
経
費
、
ト
ン
当
た

り
の
ゴ
ミ
処
理
単
価
は
県

内
の
他
市
や
全
国
平
均
と

比
較
し
て
も
非
常
に
高
く

つ
い
て
い
ま
す
。

桜
井
市
の
人
口
は
今
後

も
減
少
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
し
、
市
民
の
ゴ

ミ
の
分
別
や
減
量
に
対
す

る
意
識
の
高
ま
り
等
で
ゴ

ミ
が
減
量
さ
れ
ま
す
。
そ

う
な
れ
ば
、
ま
す
ま
す
ゴ

ミ
処
理
経
費
、
単
価
が
上

が
り
、
桜
井

市
の
財
政
を

圧
迫
し
ま
す
。

そ
れ
が
、

平
成
34

年
度

ま
で
続
き
ま
す
。

日
立
造
船
と
の
長
期
業

務
運
営
委
託
契
約
は
、
協

議
の
う
え
見
直
す
べ
き
で

す
。ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
、

現
在
は
多
く
の
団
体
が
利

用
を
し
て
い
ま
す
。
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
費
を
民
生

費
・
人
権
施
策
推
進
費
に

計
上
す
る
の
は
ふ
さ
わ
し

く
な
く
、
一
般
行
政
施
設

と
し
て
教
育
費
に
入
れ
る

べ
き
で
あ
り
ま
す
。

平
成
34
年
度
ま
で
財
政
圧
迫
つ
づ
く

人
権
施
策
推
進
費
の

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
費

は
教
育
費
に

市
民
の
声
を
聞
き
、
国
や
県
に
強
く
働

き
か
け
、
計
画
の
推
進
を

計
画
書
で
の
遺
跡
の
保
存･

管
理･

活
用
は

吉
田
議
員

重
要
遺
跡
は
必
ず
保

存
し
た
い

市
長

太
田
地
区
全
体
の
整

備
事
業
を
急
げ吉

田
議
員

箸
墓
周
辺
部
に
遺
跡
博
物
館
設
置
を

吉
田
議
員

調
査
は
ま
だ
２
％
。

国
を
動
か
す
取
り
組

み
を

吉
田
議
員

土地所有者の同意も得て、
市が公有地とし、７月文
化庁に国史跡指定への意
見書を提出した土地。
うしろは箸墓古墳

備
を
さ
れ
た
い
。

松
井
市
長

史
跡
公
園
、
体
験
学

習
、
交
流
拠
点
も
視
野

に
入
れ
た
ガ
イ
ダ
ン
ス

施
設
等
の
設
置
を
計
画

的
に
進
め
た
い
。

吉
田
議
員

箸
墓
古
墳
隣
接
地
の

周
濠
部
エ
リ
ア
で
、
土

地
所
有
者
の
理
解
と
協

力
の
も
と
、
史
跡
指
定

に
向
け
た
調
整
を
お
こ

な
っ
て
い
る
が
、
今
後

の
整
備
事
業
と
し
て
、

史
跡
公
園
な
ど
の
保
存

と
国
や
県
に
強
く
働
き

か
け
て
、
国
営
遺
跡
博

物
館
の
設
置
を
し
て
は

ど
う
か
。

松
井
市
長

史
跡
指
定
後
は
、
地

権
者
の
理
解
を
得
つ
つ
、

史
跡
整
備
を
進
め
た
い
。

国
の
施
設
誘
致
等
に
つ

い
て
も
、
国
・
県
と
も

協
議
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。



 

し
尿
収
集
量
減
少
の
一
途 

吉
田
議
員

清
掃
公
社
設
立
以
来
、

今
日
ま
で
、
公
共
下
水

道
の
普
及
で
、
し
尿
処

理
場
で
の
し
尿
の
年
間

収
集
量
は
、
減
少
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

清
掃
公
社
が
設
立
さ

れ
た
昭
和
４
６
年
度
以

降
、
公
社
で
の
汲
み
取

り
人
口
、
汲
み
取
り
戸

数
、
浄
化
槽
基
数
、
年

間
収
集
量
、
職
員
数
に

つ
い
て
尋
ね
た
い
。

松
井
市
長

（
松
井
市
長
の
答
弁
を
上

段
に
表
に
し
ま
し
た
）

吉
田
議
員

汲
み
取
り
人
口
は
約

10
分
の
１
に
、
汲
み
取

り
戸
数
も
３
分
の
１
に

減
っ
て
い
る
。

浄
化
槽
の
基
数
も
公

共
下
水
も
今
後
伸
び
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

さ
ら
に
減
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。

清
掃
公
社
の
経
常
収

支
も
、
今
後
、
し
尿
汲

み
取
り
人
口
や
戸
数
の

減
少
、
浄
化
槽
の
基
数

の
横
ば
い
、
あ
る
い
は

減
少
で
赤
字
が
続
い
て

い
く
の
で
は
。

今
後
の
早
い
時
期
に

清
掃
公
社
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
検
討
が
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
る

松
井
市
長

本
市
の
し
尿
収
集
業

務
に
つ
い
て
は
、
長
年

に
わ
た
り
民
間
業
者
に

委
ね
ら
れ
た
結
果
、
公

共
性
の
強
い
事
業
で
あ

り
な
が
ら
、
利
潤
の
追

求
が
先
行
し
、
市
民
の

不
信
感
、
不
公
平
感
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
欠
如

等
、
数
々
の
問
題
が
起

こ
り
、
財
団
法
人
桜
井

市
清
掃
公
社
が
設
立
さ

れ
た
。

清
掃
公
社
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
、
今
後
も

市
民
生
活
の
利
便
性
、

公
平
性
を
確
保
す
る
た

め
に
も
必
要
不
可
欠
と

考
え
て
い
る
。

吉
田
議
員

職
員
が
安
心
し
て
働

き
続
け
ら
れ

る
、
い
わ
ゆ

る
職
員
の
身

分
保
障
、
生

活
環
境
や
清
潔
な
ま
ち

づ
く
り
を
維
持
し
て
い

く
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を

落
と
さ
な
い
こ
と
を
前

提
に
、
早
い
時
期
に
清

掃
公
社
の
あ
り
方
を
見

直
す
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
。

松
井
市
長

清
掃
公
社
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
市
民
生
活

の
利
便
性
、
公
共
性
を

確
保
す
る
た
め
に
、
必

要
不
可
欠
と
い
う
考
え

は
変
わ
ら
な
い
。

経
費
の
節
減
に
つ
い

て
、
努
め
て
ま
い
り
た

い
。
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安倍政権は２０１８年度の介護保険制度の大

幅な改変に向け、今年末までに結論を出すため、

厚生労働省の社会保障審議会介護保険部会での

議論を加速しています。

大きな焦点の一つになっているのが､｢軽度者」

が利用する介護サービスを保険給付の対象から

除外する問題です。

要介護１、同２の人のホームヘルパーによる

掃除、調理、買い物などの生活援助やデイサー

ビスを保険給付の対象外にすることや、要介護

２以下が使う車いすや手すりなどの福祉用具貸

与を全額自己負担にすることが主な検討項目に

されています。要介護２以下は要支援・要介護

認定を受けた人たちの65％超です。これほどの

人が保険給付をまともに受けられなくなくなる

おそれがあります。福祉用具貸与の全額自己負

担について約22万人分の反対署名が厚労省に届

けられました。

安心の仕組みへ 共同広げ

１２年末に政権復帰した安倍政権の介護保険

改悪は、歴代政権の中で突出しています。特別

養護老人ホームの入所条件を要介護３以上に原

則化したことは、“介護難民”を増大させてい

ます。すでに実施されている要支援の生活援助

などの保険外しは、在宅の利用者と家族に負担

を強いています。過去最大規模の介護報酬引き

下げは事業者に経営困難を強いています。制度

自体を危うくする介護破壊です。幅広い共同の

たたかいで、絶対阻止しましょう。

介護保険制度改悪は許せない
－赤旗新聞（10月３日付）から－

年 度
汲み取り人口

（人）

汲み取り戸数

（戸）

浄化槽基数

(基)

年間収集量

(kl)
職員数(人)

S46年度(1971年) 388,920 103,236 304 19,476 31

H16年度(2004年） 99,881 54,780 4,372 19,987 25

H27年度(2015年) 40,107 31,311 4,446 15,741 17

(Ｈ２７年度は出向２名を表に含めず)

公
共
下
水
整
備
で
浄
化
槽
は
減
少
、

前
年
度
は
赤
字
に

吉
田
議
員

市
民
生
活
の
利
便
性
、

公
共
性
確
保
の
た
め

に
も
公
社
は
必
要

市
長

職
員
の
身
分
保
障
・

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
落

と
さ
な
い
前
提
で
あ

り
方
を
見
直
す
べ
き

吉
田
議
員

生活相談は、どうぞこちら

桜井市市議会議員吉田ただお事務所
桜井市粟殿1029-5吉本ビル201
電話・FAX

４６－４９３０
必ず、電話し
てからお越し
下さい

経
費
節
減
に
努
め
た

い

市
長

写真は桜井市清掃公社

10
月
よ
り
、
「
燃
え
る

ご
み
」
の
収
集
回
数
が

火
金
コ
ー
ス
よ
り
少
な

か
っ
た
月
木
コ
ー
ス
が

改
善
さ
れ
ま
し
た
。
さ
っ

そ
く
、
市
民
の

方
か
ら
お
礼
の

電
話
が
あ
り
ま

し
た
。


